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10  x のとき、 0)(  xf であるから、 )(xf  は単調減少。 

01)0(  qpf  qepf  )1(  

0)1( ≧f  のとき )(xf は単調増加で、 pff  1)1(,0)0( より、 1)(0  xf を満たす。 

0)1( f のとき 10  x の範囲で 0)(  xf となる xがただ 1つ存在する。 

0)(  xf となる xを とすると、増減は右の通り。 

)(xf は x において極大となるが、 

 1)1()1)(1()1()(   xxexxpxf qx  

となり、 1)( f であるから、 1)(0  xf を満たす。 

 

以上により、いずれにしても 1)(0  xf が示された。(証明終) 
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(3) 

)1)(1()()( qxexpxxfxxg  とすると 

 qxqxqxqx exqepqexepxg   )1(1)1()1()(  

   qxqxqxqx exqqexqqeqexg   )1(2)1()( 2  

 

10  x のとき、 0)(  xg であるから、 )(xg  は単調増加。 

01)1(,0)0(  qepgqpg より、 10  x の範囲で 0)(  xg となる xがただ 1つ存在する。 

0)(  xg となる xを  とすると、増減は右の通り。 

)(xg は x において極小となり、 0)0( g より 0)( g 。 

一方、 0)1(  pg であり、 )(xg は 1 x において単調増加。 

これより、 1 x において 0)( xg となる xがただ 1つ存在する。 

 

以上により、 10),(  ccfc を満たす実数 c が存在することが示された。(証明終) 


